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【2017年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1

（２）論文

1 単著
徳島地域文化研究第16
号, pp.47-59

浅川泰宏 2018.03

（３）学会発表

1

（４）その他

1 単著
東武よみうり新聞平成30
年1月15日号

浅川泰宏 2018.01

２．競争的資金等の研究

研究期間

1 2017.04－2018.03

３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1 2017.04-2017.09

2 2017.10-2018.03

3 2017.10-2018.03

4 2017.04-2018.03

5 2017.04-2017.09

6 2017.10-2018.03

7 2017.11

8 2017.07

（２）演習

1 2017.04-2017.09

（３）実習

1

文化人類学
異文化理解、宗教儀礼などについて講義した。リアクションペーパー
やディスカッションで学生の主体的な学びを促進した。

スタートアップ・セミナー
第1回オリエンテーションの教材作成と各回の講義の担当し、PBL
テュートリアル形式でのグループ学習を支援した。

医療人類学

民俗学
通過儀礼、祭、性などの日本の民俗について講義した。リアクション
ペーパーやディスカッションを取り入れ、学生の主体的な学びを促し
た。
死者供養、他界観、聖地と巡礼などの宗教文化について講義した。
リアクションペーパーやディスカッションを取り入れ、学生の主体的な
学びを促した。

地域文化研究A（日本）
カレーライスを題材として日本の食文化を考察した。文献学習および
横須賀と神田神保町で現地調査の指導を行った。

社会福祉専門演習Ⅰ
地域社会の文化資源や歴史遺産を利用した地域づくりの調査・考察
をテーマに、文献読解やフィールドワークを通して、事例研究を行っ
た。

該当なし

競争的資金等の名称

埼玉県立大学奨励研究（17007）
明治40年代の四国霊場整備に関する調査（研
究代表者）

該当なし

研究名、研究代表者・研究分担者の別

徳島毎日新聞にみる四国霊場開創1100
年―徳島県内の札所を中心に

該当なし

なでぼとけ―健康祈願の像

民俗医療、死生観、現代の癒しなどのテーマを、呪術や巡礼の事例
を通して講義した。

健康福祉社会調査法（修士）
大学院修士課程の学生を対象に、フィールドワークやインタビュー、
アンケートなどの質的調査法について講義した。

助産業務管理
第2回「お産と文化ｰ人類学・民俗学・宗教学の視点から」を担当し
た。

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

宗教学

文化人類学、民俗学、宗教学

博士（社会学）

1997年3月慶應義塾大学総合政策学部卒業、2000年3月慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科修了、
2003年3月慶應義塾大学大学院後期博士課程単位取得退学

2008年4月埼玉県立大学保健医療福祉学部講師、2013年4月　埼玉県立大学保健医療福祉学部准教授

日本文化人類学会、日本民俗学会、日本宗教学会、「宗教と社会」学会



（４）論文指導

1 2017.04-2018.03

（５）その他

1

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1 2017.10

５．学内運営（委員会委員）

1

2

3

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1

７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

1

８．特記事項

教育開発センター所員

SPU学会編集委員

該当なし

該当なし

教育開発委員会教務運営部会員

NHK総合『四国羅針盤』「どうつなぐ？四
国の遍路文化」（平成29年10月6日放送）

四国の遍路文化の継承の課題に関連して、近年増加している遍路
宿の廃業の背景を歴史的に解説した。

該当なし

該当なし

該当なし

卒業論文指導 主担当1名

該当なし


